
 

 

 

 

 

 

第４章 先進的な取組事例
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１ 
学校施設と他の機能との複合化 

＜改修型＞ 

宇治市立小倉小学校 
 
【背景】 
 ・平成６年３月に宇治市老人保健福祉計画を策定し、平成 
  １１年度までに、特別養護老人ホームや老人デイサービ 
  スセンター等の整備計画を策定した。 
 ・小倉小学校には、１２教室以上の余裕教室があったこと 
  から、余裕教室の転用による活用を計画・実施した。 
 
【学校概要】 
 ・学校規模／２７学級７５８名（うち、特別支援学級３学級７名） 
 ・複合施設／小学校  ・・・ ５,８４０㎡ 
       老人福祉施設・・ １,０２４㎡ 
 ・整備時期／既存校舎：昭和４１・４４年 
       平成７年（老人福祉施設部分（北校舎１・２階）を改修） 
 ・構造／ＲＣ造地上３階 
 
【管理・運営体制】 
 ・小学校は教育委員会が施設の維持管理・運営。 
 ・老人福祉施設は社会福祉法人が施設の維持管理・運営。 

京都府宇治市 

【取組の内容】 

○校舎の一部を部分改修し転用 

• 校舎は３つ棟があり、北校舎の1・2階部分を老人福祉施設に、3階部分を小学校のコン
ピューター室、多目的室等として改修した。 

• 学校施設を老人福祉施設へ転用するにあたり、バリアフリーの観点から、高齢者が使用
する施設については、出入口の段差解消や、身障者用トイレ、エレベーター、自動ドア、
手摺、床暖房の設置等を行った。 

• 校舎を転用したため、施設が細長い形状となっている。 

 

○管理運営上の配慮 

• 転用施設専用の玄関を設置し、既設の階段も転用施設専用とすることで、児童との動線
を分離している。また、１、２階の転用施設と３階の学校施設を分離するために、３階
の階段室へのドアの設置、児童用渡り廊下の設置を行っている。 

• 校舎の配置上、校門付近に、児童と老人デイサービス等の車両の動線が重なる部分があ
り、完全な動線分離が難しいため、通学時間帯には、老人デイサービスセンター職員等
の通勤を避ける等、時間をずらすことを徹底し、校内の安全に配慮している。 

お ぐ ら 
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＜北校舎１階＞ ＜北校舎２階＞ 

＜配置図＞ 

【取組の特徴・ポイント】 

○ １階の４教室分を老人デイサービスセンター、２階の１.５教室分をデイホーム、１教
室分を在宅介護支援センター、１.５教室分を老人デイサービスセンターに転用してい
る。 

○ 平成５年度に制度化された地方分権特例制度により、余裕教室の老人デイサービスセン
ターへの転用が特例措置の対象となったことにより、転用が可能となっている。 

○ 各校門に防犯カメラを設置しているほか、人や車の出入りが多いことから、８時から 
１６時までは地域ボランティアが校内の巡回警備や誘導等を実施している。 

○ 避難訓練は年に３回実施し、うち１回は学校と老人福祉施設が合同で実施している。 
○ 抵抗力の低い高齢者が体調を崩さないように、床暖房を設置したり、熱を逃がさないよ

う廊下部分にアコーディオンカーテンを設置するなど工夫している。 

 
【取組の効果】 

○ 新たに用地を購入し、同様の老人福祉施設を整備する場合と比較して、５億円以上経費
が削減された。 

○ 休み時間に、児童と高齢者が折り紙等を一緒に楽しんだり、児童の歌や演奏を高齢者に
披露するなど、授業の一環として施設間の交流を積極的に実施しているほか、日常的に
身近で生活することにより自然発生的な世代間交流も生まれている。 

 
【取組後見えてきた課題】 

○ １、２年生の３５人学級や少人数授業の導入等、当時想定できなかったものが出てきて
おり、普通教室に余裕がなくなっている。 

○ 児童数が増加した場合も、老人デイサービスセンターを普通教室として使用することは
できず、機動的に対応しにくい。  

北校舎 普通 
教室 

（会議室） 

普通 
教室 

（教材室） 

普通 
教室 

（教材室） 

普通 
教室 

（教材室） 

便所 便所 

事務室 

厨房 

食 堂 

浴室 

脱衣室 

休養室 

日常 
動作訓練室 

機械室 ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 

玄関 

普通 
教室 

（会議室） 

普通 
教室 

（会議室） 

普通 
教室 

（教材室） 

普通 
教室 

（教材室） 

便所 

デイルーム 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 
ﾙｰﾑ 

介護者 
教育室 

介護 
支援 
ｾﾝﾀｰ 

便所 

休憩室 倉
庫 

ﾎｰﾙ 

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 

転用前 改修後 転用前 改修後 

北校舎 
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２ 
学校施設と他の機能との複合化 

＜改築型＞ 

京都市立京都御池中学校 
【背景】 
 ・保護者、地域からの要望による学校統合を契機に 
  校舎を整備した。 
 ・京都のシンボルロード・御池通に面し、市内でも有数 
  の立地であることから、敷地の有効活用を図った。 
 
【学校概要】 
 ・学校規模／２５学級７６２名 
  （うち、育成学級３学級８名） 
  （御所南小・高倉小６年生／１１学級３１５名（うち、育成学級２学級２名）） 
 ・複合施設／中学校・・・ １４,１９７㎡ 
       保育所・・・  １,５６８㎡ 
       老人福祉施設・・  ７１３㎡ 
       行政オフィス・・１,０６０㎡ 
 ・整備時期／平成１８年 
 ・構造／ＲＣ造地上７階地下１階 
 
【管理・運営体制】 
 ・ＰＦＩ事業者が施設全体を管理。 
 ・保育所と老人福祉施設は社会福祉法人が運営。 
 ・民間店舗は民間事業者が運営。 

【取組の内容】 

○ＰＦＩ方式による整備 

• 京都市の要求水準書に基づいた事業者からの提案により、施設整備を行った。 
• 隔月で実施しているＰＦＩ事業者主催の「施設運営者会議」において、各施設間の細か
な調整を実施している。 

• ＰＦＩ事業者が中心となり、定期的に施設全体の避難訓練を実施している。 

 
○賑わい施設の整備 

• コンセプトをＰＦＩ 事業者が設定し、公募のうえ、京都商工会議所等と協議を行い、
出店を希望する民間事業者３店舗を選定した。 

• ＰＦＩ事業者と委託契約を結んでいる。 

 
○地域の提案に基づく整備 

• 地域が「新中学校設立推進委員会」を設立し、新しい中学校の在り方や新しい校舎施設
について議論した。その中で、地域からの提案コンセプトとして、「ひとづくり、まち
づくりの拠点施設」、「都心部活性化、御池シンボルロードのコンセプト実現に寄与」、
「将来の人口増や少人数教育に対応した施設」、「体験や交流等を通じた幅広い学習機
会」等の意見が出された。 

京都府京都市 
お い け 
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中学校 
グラウンド 

【取組の特徴・ポイント】 

○ 中学校のグラウンドをコの字型に囲んだ建物。中学校はグラウンド以外２階以上に、そ
の他の施設は１階と地下を中心に配置され、入口や内部動線はそれぞれ異なるが、グラ
ウンドを通して各施設の様子が目に入る施設計画となっている。 

○ 御池通りに面する位置に賑わい施設を配置した。 
○ 中学校の生徒が保育所・賑わい施設・老人福祉施設で職業訓練を実施したり、高齢者・

園児とともにイベントに参加するなど、利用者間の交流機会を設けている。 
○ 体育館やグラウンド、ふれあいルームといった学校施設は地域に開放している。 

 
【取組の効果】 

○ 従来の整備手法と比べ施設整備費及び維持管理費が３０％削減され、一定の財政効果が
あった。 

○ 老人福祉施設や保育所の窓からは中学校のグラウンドの様子を間近に見ることができる。
昔から住む地域の高齢者にとっても、新しい世代との繋がりを自然と感じることができ
る。 

○ 賑わい施設に観光客や地域の方々が多く訪れることで、地域の「賑わい創出」に寄与し
ている。また、生徒、ＰＴＡ、地域住民の協力の下、学校運営協議会「けやきプロジェ
クト」の活動と連動し、地域の情報・文化発信拠点となっている。 

 
【取組後見えてきた課題】 

○ 予想以上に保育園の園児数、中学校の生徒数が増加し、教室転用のための改修費用が膨
らんだ。 

○ 高層階に普通教室を整備した場合、生徒の移動や災害時の避難に困難が生じることから、
生徒数が増加した場合の普通教室の確保が難しい。 

○ 修繕等のやりとりは、学校と教育委員会との間だけでなく、施設の維持管理を行ってい
るＰＦＩ 事業者の意見も聞く必要がある。 

＜１階配置図＞ ＜立面図＞ 

7F

6F

5F

4F

3F ふれあいルーム

2F 地域交流室

1F 保育所 御池通側（地上）

B1F

災害応急用物資備蓄倉庫

賑わい施設

教室（学校施設）

ピロティ
老人福祉施設

地域包括支援センター

行政機関 ビル管理室・駐輪場駐車場

教室（学校施設）

教室（学校施設）

プール（学校施設）

サブアリーナ

（学校施設）

体育館
（学校施設）

教室（学校施設）

教室（学校施設）

南棟北棟 中棟

屋上運動スペース 教室（学校施設）

教室（学校

施設）

中学校 
グラウンド 

中学校体育館 

ふれあいルーム 
（地域交流室） 

保育所 

２３年度、中学校
の生徒増加に伴
い、オフィスス
ペースの執務室
を学校スペース
に変更している。 

教室 

教室 

屋上運動スペース 

サブアリーナ 

＜１階配置図＞ ＜立面図＞ 

７F 

６F 
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２F 

１F 
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アリーナ 

教室 

体育館 

教 室 

教 室 

教 室 

教 室 

教 室 

教 室 

老人福祉施設 

地域包括支援ｾﾝﾀｰ 

ビル管理室 

駐輪場 
行政機関 

ピロティ 保育所 

駐車場 

災害応急用物資備蓄倉庫 

屋上運動 

ｽﾍﾟｰｽ 

中棟 北棟 南棟 

賑わい施設 
御池通側 

ふれあいルーム 
（地域交流室） 

中学校 
体育館 

中学校 保育所 老人福祉施設 

学校開放 賑わい施設 行政機関 

御池通 
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３ 
学校施設と他の機能との複合化 

＜新築型＞ 

【背景】 
 ・人口が急増している新興住宅地に新たに開校した学校。 
  学校をはじめその他の公共施設がないため、地域のニ 
  ーズに応じた複数の公共施設と一体的に整備した。 
 
【概要】 
 ・学校規模／２５学級７７８名 
 ・複合施設／小学校      ・・・８,１３４㎡ 
       公民館      ・・・  ２９９㎡ 
       高齢者ふれあい広場 ・・  １８２㎡ 
       子育て支援センター ・・  １０５㎡ 
       学童保育室    ・・・  ３５８㎡ 
 ・整備時期／平成２４年 
 ・構造／ＲＣ造地上３階 
 
【管理・運営体制】 
 ・小学校と公民館は教育委員会が管理・運営。 
 ・老人福祉施設は市長部局からの委託により社会福祉法人が管理・運営。 
 ・子育て支援センターは市長部局からの委託によりＮＰＯ法人が管理・運営。 
 ・学童保育は市長部局が管理・運営。 

埼玉県吉川市 

吉川市立美南小学校 

【取組の内容】 

○学校とその他公共施設との複合施設 

• 新興住宅地における学校施設の整備を、その他の公共施設の整備と併せて実施。地域
ニーズを踏まえ、小学校を中心に、乳幼児から高齢者まで、様々な年代が利用する施設
を複合化している。 

• 小学校の特別教室や体育館を地域開放することを前提として、１階に配置し、普通教室
や職員室などの諸室は２階以上に配置することで管理しやすくしている。 

 

○地域ニーズに応じた公共施設 

• 「高齢者ふれあい広場」は、高齢者の交流をひろげ、介護予防のためレクリエーション
等を行うデイサービスで、水曜日・木曜日に開催している。 

• 「美南地区公民館」は、地域住民のための集会施設として洋会議室や和室を整備してい
る。洋会議室は、間仕切りを外しての利用も可能で、若い世代の住民が多いため、ダン
スサークルなどで利用されている。 

• 「子育て支援センター」は、親子で自由に利用できる施設であり、転入者の多い地域で
あるため友達つくりや子育て相談などで活用されている。 

• 「学童保育室」は、６年生まで受け入れており年々需要が増加している。 

み な み 
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地区公民館 

高齢者 
ふれあい 
広場 

子育て 
支援 
ｾﾝﾀｰ 

学童 
保育室 

地域 

児童 

地域開放している特別教室 

洋会議室 

事務室 高齢者ふれあい広場 

階段 

４箇所の階段で、３階
まで行くことできる。 

学校運営時間以外は、
階段の防火扉を閉めて
外部から侵入できない
ようにしている。 

【取組の特徴・ポイント】 

○ 施設の維持管理、補修修繕については、各施設の管理者が実施しており、不具合の生じ
た箇所の所管が不明な場合は、担当者間で協議の上、対応している。施設警備・光熱水
費の支払いについては、教育委員会で一括して支払っている。 

○ 公民館、特別教室、学童保育室等の利用者は、年々増加傾向となっている。 
○ 複合化している各施設は、「子育て支援センター」を除いて利用料金を徴収している。 

 

【取組の効果】 

○ 教育上の効果としては、就学前の親子が一緒に子育て支援センターを利用することによ
り、将来子どもが通う小学校に馴染みができ、小１ギャップの緩和が図られている。 

○ 高齢者ふれあい広場や地区公民館と複合化したことで、児童と施設利用者があいさつを
交わす等、日常的に交流する場が生まれ、社会性の向上に寄与している。 

○ さまざまな世代が利用する施設が複合化されたことにより、地域コミュニティの拠点と
なっている。また、避難訓練は複合施設利用者と学校で共同で実施しており、今後も地
域活動の活性化が期待される。 

 

【取組後見えてきた課題】 

○ 施設管理において、例えば電気の一斉点検などでは、学校休校日と公民館の閉館日が一
致していないため、日程調整等の難しさがある。  

○ 学校に複合施設の利用に関する問い合わせがいくこともあり、そういった対応が必要に
なることがある。 

＜立面図＞ 

＜１階平面図＞ 
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４ 
区分所有による学校施設の高機能化 

品川区立第一日野小学校 

東京都品川区 

【背景】 
 ・改築前は、現在の敷地に中学校・教育総合会館 
  （図書館・教育センター）、文化センターが 
  あり、その隣地に第一日野小学校及び幼稚園が 
  あった。 
 ・中学校の移転に伴い、跡地に小学校を改築。 
  既存の教育総合会館を改修・増築し、幼保一体 
  施設も同時に整備した。 
 
【学校概要】 
 ・学校規模／１７学級５５０名（うち、特別支援学級３学級２２名） 
 ・複合施設／小学校・・・  ７,８３０㎡ 
       幼保一体施設・・１,４７５㎡ 
       図書館・・・  １,１８１㎡ 
       文化センター・・４,５０８㎡ 
       教育センター・・１,４５４㎡ 
 ・整備時期／平成３年 
 ・構造／ＲＣ造一部Ｓ造地上６階塔屋１階 
 
【運営体制】 
 ・施設全体の維持管理業務は民間の管理業者に委託。 

【取組の内容】 

 

○５つの異なる教育・文化施設を一体的に整備 
• 小学校、幼保一体施設、図書館、文化センター、教育センターといった教育・文化施設
を改築・改修・増築等により一体的に整備した。 

 

○相互利用・交流活動 

• 小学校の校庭や体育館を幼保一体施設でも使用している。 

• 幼児用のプールや読書スペースを、小学校内に設置している。 

• 小学校の余裕教室を、保育園の一時保育やＰＴＡ活動に使用している。 

• 学校の図書室で、隣接する区立図書館の資料も貸出しが可能である。 

• 設備の整った音楽ホールを、音楽発表会等で使用することができる（使用料無料）。 

• 授業や親子教室等でプラネタリウムを活用できる。 

ひ の 
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【取組の特徴・ポイント】 

○ 各施設は明確に区分されており、動線は交わらない。 
○ 敷地の高低差を生かしつつ、各施設を利用しやすく配置している。 
○ 小学校の設備とスペースを幼児教育にも活用できる。小学校・幼稚園・保育園における

教育活動に連続性を持たせている。 
○ 小学校、幼保一体施設、教育センターといった地域の教育施設と、音楽ホール・プラネ

タリウム・スタジオ等、地域の文化施設が集約された、地域の教育・文化活動の拠点施
設となっている。 

○ 施設を区分所有化するために、各施設の維持管理や動線、セキュリティ区分などに留意
した計画とし、「管理運営方法検討会」を立ち上げて各施設と協議を重ねた。 

○ 竣工後も、施設長会議を毎月実施し、連絡調整を密に行っている。 

 
【取組の効果】 

○ 施設の維持管理は一括して民間管理業者に委託しているため、効率化が図れている。 
○ 学校教育にも公共施設を有効に活用できる。 
○ 多様な施設に囲まれていることで、日常的に学習や文化に対する関心や活動の機会が高

まる。 

 
【取組後見えてきた課題】 

○ 各施設ごとの管理部分を明確化しにくい場合がある。 

＜Ａ－Ａ’断面図＞ 小学校棟 教育複合棟 

音楽ホール 

＜配置図＞ 
凡例 小学校 文化センター 

図書館 教育センター 

小学校棟 
教育複合棟 
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【取組の内容】 

○図書機能の向上 

• 図書室は一部吹き抜けの２階建で、１階は専門書も 
含んだ一般書、２階には児童書とインターネットに                
接続したパソコンが設置されている。 

• 児童も町民も同じ図書館オンライン蔵書検索システム 
を活用できる。 

 

○地域住民が気軽に利用できる工夫 

• 開館時間は、午前９時から午後６時（土日祝日は午後５時まで）、休館日は毎週水曜日
と、図書室開放のレベルを超えて設定している。 

• 平日夕方や土曜休日は、学校の玄関を通過せずに入室できるように、図書室に地域住民
専用の入口を設置している 。 

• 住民用の入口の横に、畳が敷かれた「和室」部分と、フローリングの床の「会議室」部
分に分かれた「交流室」が設置されており、特に土曜日・休日に、児童と町民とのふれ
あいの場として活用されている。 

• 学校敷地内には約１００台分の駐車場が確保されている。 

５ 
学校図書館を地域と共用化 

西川町立西川小学校 

【背景】 
 ・過疎、少子化に伴い小学校の児童数が減少していくた 
  め５つの小学校を１校に統合。特に図書室機能を積極 
  的に検討し、公立図書館と同様のサービス提供を実現。 
 
【学校概要】 
 ・学校規模／１３学級２４９名 
      （うち、特別支援学級３学級） 
 ・敷地面積／４９，６０９㎡ 
  延床面積／ ６，９７７㎡ 
 ・整備時期／平成１８年 
 ・内部仕上／西川産杉板 等 
 ・構造／ＲＣ造一部木造、地上２階、搭屋１階 
 ・図書室蔵書数／約６万５,０００冊 
 
【運営体制】 
 ・学校時間内：図書館職員（臨時）が２名在籍しており、５、６年生の図書委員が交代で 
         手伝っている（朝、中間休み、昼休み）。 
 ・学校時間外：図書館職員で交流室等の地域利用も含めて対応している。 

山形県西川町 
にしかわ 
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＜１階平面図＞ 

地域住民 
専用玄関 

＜２階平面図＞ 

【取組の特徴・ポイント】 

○ ５つの小学校が統合したためスクールバスや保護者の送迎により登下校をしている。そ
の際、待ち時間を図書館で過ごすなどとして待合わせ場所としても活用されている。 

○ 図書室とＰＣ室、調べ学習室が統合してメディアセンターと位置づけられ、連携して活
用できるレイアウトとなっている。 

○ 図書室の隣には囲炉裏がある畳敷の部屋があり、昔話を語り聞かせる会の開催やテーマ
を決めて特集を組み、書籍を展示している。 

○ 地域住民の利用を前提とすることで、常駐スタッフを学校司書として確保している。 

 
【取組の効果】 

○ 図書室のグレードは、他の学校と比較すると高い。 
○ 日常的に地域住民が出入りすることにより、「特定多数の目」の存在が学校のセキュリ

ティを高めることになる。 
 

【取組後見えてきた課題】 

○ 町民の方は、遠慮しているように感じているので、もっと気軽に利用できるよう周知す
る必要がある。  

図書室 

ＰＣ室 

調べ学習室 

メディアセンター 
２階 

メディアセンター 
１階 
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６ 
学校プールの廃止と 

既存の屋内温水プールの活用 

神奈川県海老名市 
【背景】 
 ・老朽化や安全対策のため、平成１９年度から市内の屋内温水プールを利用して小中学校 
  の水泳の授業を試行した。現在では全校の学校プールを廃止し、屋内温水プールにて水 
  泳の授業を実施している。 
 
【屋内温水プール概要】 
 ・海老名運動公園屋内プール 
 ・北部公園屋内プール 
 ・高座施設組合屋内温水プール 
 ・えびな市民活動センター レクリエーション館（ビナスポ） 

高座清掃組合屋内温水プール 

【取組の内容】 

○学校プールから市内屋内温水プールへ段階的に移行 

• 海老名市では、平成１９・２０年度試行的に、海老名運動公園と北部体育館の２箇所の
屋内温水プールを利用して、市立小中学校３校の水泳の授業を実施した。 

• 平成２１年度からは、新たに小学校４校を追加し、海老名運動公園、北部体育館及び高
座施設組合の３箇所の屋内温水プールで実施。 

• 現在は、市立小中学校１９校のプールをすべて廃止し、えびな市民活動センター（ビナ
スポ）を加えた市内４箇所の屋内温水プールで水泳の授業を実施している。 

 

○実施方法 

• 実施時期は、５月～７月と９月～１０月である。 

• 実施日は、各プールの休館日及び一般利用者の少ない平日の午前中に使用している。 

• 移動方法は、徒歩又は借上げバスである。 

北部公園屋内プール 海老名運動公園屋内プール 

ビナスポ 

学校プール 

解体後 
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 プール跡地は地域のための施設としても活用 

【取組の特徴・ポイント】 

○ 跡地利用 
• 市立杉本小学校の学校敷地外にあった２５ｍプールを活用して、プール廃止後、「柏ふ
れあい釣り堀」を平成２４年度より開設している。市が地元の自治会に運営を委託して
いる公設民営の釣り堀（有料）。営業は、水曜日、土曜日、日曜日と祝日、夏休み及び
春休みは毎日。 

• 市立上星小学校のプール跡地には、平成２４年に大型防災備蓄倉庫を設置した。 

 

【取組の効果】 

○ 天候に左右されず、計画どおりに水泳の授業が可能となった。 
○ 温かさ、広さ、清潔感などにより児童生徒が意欲的に授業に取り組むことができる。 
○ 維持管理に係る経費が不要となった。 
○ 専門のプール監視員が配置されているため、安全面が向上した。 
○ 利用率の低い平日の利用が促進された。 
○ 学校プールを建替えて維持するのではなく、既存の屋内温水プールを活用した場合では、

２０年間で約１９億円程度の削減効果があるものと考えられる。 

 
【取組後見えてきた課題】 

○ プールまでの移動時間がかかる。 
○ 中学校では、他の教科との調整及び授業時間の確保が難しい。 
○ 着衣水泳を実施する際に制限がある。 
○ 市民が利用できる時間を学校水泳授業で貸し切るため、本事業を開始した当時は、苦情

も含めて市民から多くの問い合わせがあった。  

学校プールの廃止 

柏ふれあい釣り堀 大型防災備蓄倉庫 
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